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従事することを願い出，許された。1870（明治 3）年 3月末から 1881（明治 14）年まで 9度にわたっ

















翻訳雑誌『政理叢談』は，第 1号が明治 15年 2月 20日に発行され，第 7号 （明治 15年 5月 27





亨（1852-1935）は，嘉永 5年 6月 1日，高 50俵三人扶持の幕臣，野村勇之助方泰の子








仏語辞典』を仏学塾の門下生 5名で翻訳・編集し，中江篤介 （兆民） が校閲した『佛和辞林』（1887
年）である。1400頁を越え，画期的な辞書として版を重ねた 8）。その簡約版『佛和字彙』は，中江


































内山訳『人間不平等起原論』を繙いてまず注目されるのは，底本となったコール （George Douglas 
Howard Cole, 1889-1959） の Everyman’s Library版英訳 12）に由来すると思われる，特徴的な原注の
扱いである。9番目の注のみが，本文の補遺として巻末に訳出されている （Cole, pp.171, 222-229: 
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となっているところを英訳の “cotton-bed” （p.172） にしたがって，「木綿の蒲團」（68頁） と訳してい
ることなどはその証左となろう。内山訳では，段落分けが現在の校訂本よりも若干多くなっている
ものの，そのほとんどは底本にしたがった結果である （Cole, p.200: 内山 127頁 ; Cole, p.202: 内山
131頁 ; Cole, p.225: 内山 279頁 ; Cole, p.227: 内山 184頁）。逆に，底本に倣って段落分けが省略さ
























































小林善彦 20） の訳業 （1966年） をも参照した三度目の平岡による改訳版 （岩波文庫，1972年） は，お
よそ半世紀にわたって版を重ね，広く読まれた。この改訳版の準備にあたり，平岡は，アシェット
版全集本に加えて，C.E. Vaughan, Political Writings of Jean-Jacques Rousseau （Cambridge U.P., 1915），
Jean-Louis Lecercleによる Editions sociales版（1915）も参照しており，これらの注記に依拠した訳
注も散見される。









ゐる」（53頁） と，より正確に訳出している。内山が底本とした英訳には “Every animal has ideas, 




















自然にかなったあり方では善良である」（OC, t.III, p.202 : 坂倉，157頁）についても，従来の翻訳で
は単数形の l’homme も，複数形の les hommes も，どちらも「人間」と訳されており（内山 174頁 : 






かった，「野生人 （l’homme sauvage）」と「未開人たち （les sauvages）」を明確に区別した 22）。「野生
人」は，時
4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
間をさかのぼり









4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
間的に遠ざかった

















« Ses désirs ne passent pas ses besoins Physiques » （OC, t.III, p.143）







ここで，やや変則的なのが，内山訳である。底本の英訳が besoinsに wantsと needとの二通りの
訳を与えているため，それに引きずられて，前者を「必要」，後者を「要求」と訳している。訳者の
責任ではないとはいえ，内山訳では思想の構造を読み取ることが後の訳業より困難になっている。
3） 「自己愛 （amour de soi）」と「利己愛 （amour-propre）」
  ルソーによれば，他人と精神的（道徳的）な関係を持った人間は，もっぱら物的（身体的）な関


























る （OC, t.III, pp.154, 156, 171, 174, 219）。このうち，1例について，コールの英訳は self-respect 


















尊 心 （虚栄心）」（218頁） となっている。1972年の平岡訳では，本田や小林
と同様，「 自
アムール・プロプル
尊 心 」（71，74，95，101頁） の訳語がとられ，原注については「自尊心〔利己心〕
amour-propre」（181頁） となっている。
「自己愛 （amour de soi）」については，本文と原注に 1例ずつある （OC, t.III, pp.154, 219）。コー
ルの英訳では， “self-respect” （p.182n），“love of self” （p.184） となっており，内山はそれぞれ，「自尊
心」（90頁），「自我の愛」（95頁） としている。河原訳では原注は訳出されず，後者について，「自
我愛」（261頁） としている。本田訳は内山訳の影響を受けたのか，「自己愛」（196頁），「主我心」（82
頁） と訳出している。後者について，伊集院訳 （91頁），1956年の平岡訳 （80頁） も「主我心」となっ
ている。1957年の平岡訳では「 自
アムール・ド・ソワメンム
己 愛 」（69頁），「自己愛 amour de soi-même」（167頁） となっ
ており，小林訳でも「自己愛」（144頁），「 自
アムール・ド・ソワ
己 愛 」（218頁） となっている。1972年版の平岡訳
でも，「 自
アムール・ド・ソワメーム
己 愛 」（74頁），「自己愛 amour de soi-même」（181頁） となっている。この二つの
類似概念を過不足なく訳し分けるための訳語は見い出されておらず，ルビをふるか訳注などで説明す
る必要がある。
4） 「自然 （nature）」 と「なりたち （constitution）」





混乱していたのかが見てとれよう （序論，原注については訳出していない版本がある）。  
« sa constitution originelle » （OC, t.III, p.122） （序論）  Cole : “his original constitution”（p.154）
内山 （1924） :「人間の本源の體制」（25頁） 
本田 （1933） : 「人間の原本的構成」（29頁） 伊集院 （1939）:「人間の原本的構成」（50頁）    
平岡 （1956） :「人間の原本的構造」（52頁） 平岡 （1957） :「人間の原本的構造」（23頁） 
小林 （1966） :「彼の本源的な構造」（111頁） 平岡 （1972） :「人間の本源的構造」（25頁）
« ces changements successifs de la constitution humaine »（OC, t.III, p.123） （序論）










« la loi qu'il a reçue ou celle qui convient le mieux à sa constitution. »（OC, t.III, p.125） （序論）








« les changements survenus dans sa constitution »（OC, t.III, p.202）（原注）
Cole : “the changes that have happened in his constitution”（p.222）







« la constitution primitive des corps »（OC, t.III, p.160）
Cole : “the original endowment of the body”（p.188）
内山 （1924） :「身體本来の資質」（104頁） 河原 （1927） :「身體の生来の資質」（269頁）
本田 （1933） :「身軆の原始的構造」（89頁） 伊集院 （1939）: 当該箇所を訳出せず （95頁）
平岡 （1956） : 「身体の原始的構造」（84頁） 平岡 （1957） :「身体の原始的構造」（75頁）
小林 （1966） :「最初の体質」（149頁） 平岡 （1972） :「根本的な体格」（81頁）
« dans sa constitution primitive »（OC, t.III, p.162） Cole : “in his primitive condition”（p.190）
内山 （1924） :「彼の原始状態」（107頁） 河原 （1927） : 当該箇所を訳出せず（272頁）
本田 （1933） :「その原始状態」（92頁） 伊集院 （1939）:当該段落を訳出せず
平岡 （1956） :「その原始状態」（85頁） 平岡 （1957） :「その原始状態」（77頁）」
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小林 （1966） :「原始状態」（151頁） 平岡 （1972） :「その原始的な構成」（83頁）
« leur constitution primitive »（OC, t.III, p.170） Cole : “their primitive condition”（p.198）
内山 （1924） :「原始的社会構成」（123頁） 河原 （1927） :「彼等が原始的社会構成」（286
頁）
本田 （1933） :「その原始的構造」（104頁） 伊集院 （1939）:「その原始的構造」（107頁）
平岡 （1956） :「その原始的構造」（92頁） 平岡 （1957） :「その原始的構造」（88頁）
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ちの現在の状態についてしっかりと判断するために不可欠であるようなひとつの状態をしっかり










る。SAKAKURA Yûji, « Les premières versions japonaises du Discours sur l’inégalité », in Lumières, no 
















一せず，各訳書の表記を尊重した。本稿における，『人間不平等起源論』の参照箇所は，（OC, t.III, p.111 : 坂
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 5） 『函館市史』通説編第二巻，1990年，1193-1194頁。
 6） 『欧米政理叢談』第 18号，1882年 11月 10日，507-515頁。第 19号，1882年 11月 25日，556-563頁。
第 22 号，1883 年 1 月 5 日，702-710 頁。 第 24 号，1883 年 1 月 25 日，810-818 頁。 第 25 号，1883
年 2 月 5 日，861-868 頁。 第 26 号，1883 年 2 月 15 日，909-918 頁。 第 35 号，1883 年 5 月 15 日，
1242-1249頁，訳者名なし。第 40号，1883年 7月 5日，1484-1488頁，訳者名なし。
 7） 「仏学塾規則」（明治 15年 9月），『中江兆民著作集』第 17巻，岩波書店，130頁。










1883年，全 2巻。田中耕造 （1851-83） は，中江が元老院権少書記官を務めていたとき，元老院の大書記生
であった。仏学塾では野村とともに，中江を助けてフランス語を教え，『政理叢談』の編集でも中心的な役割
を担った。













































の 2）」同誌 14，1984年。「同（その 3）」同誌 17，1988年。









25） この箇所に平岡訳（1972年）では，「心身の両面をさし，生得的で変化しない自然 la Natureに対して，人
間のなかで変化しやすい部分を意味する」と訳注が付されている （221頁）。
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